
    

 

スキルタイム 
活用力タイム 

 

読書活動の充実 

上記の資料は、本校のホームページからダウンロードできます。 

活用問題にチャレンジ ボランティア員の読み聞かせ 

自分の考えを 筋道を立てて説明できる子の育成 
実生活に生きて働く力となるように使える力へ 

学んだことを活用する場として  

●「単元まるごと活用」の場の設定 

 

 

 

●三角形で伝えよう （三角ロジック）  

（筋道を立てて自分の考えを説明する）  

記述する・発表する・交流する 

 

 

 

●めざす姿を共通理解  

学習を支える基盤づくり  複合的に考える 

学んだ
こと 

体
験 

国
語 

○単元を貫く言語

活動を位置づけ

た授業構想 

○相手・目的意識

の明確化 

○語彙力の育成 

（辞書の活用） 

○並行読書の進め 

《めざす児童像の共有》教師と子ども そして保護者も 

１年目 

筋道を明確にして自分の考えを説明するための 
≪板書構成≫  ≪ノート指導≫  ≪教室環境≫ 

まとめは 
青で囲む 

課題は 
赤で囲む 

《学習用語・キーワード》 

黒板横今使わせたい用語 教室横既習の用語 

キーワードは 
オレンジ 

ネームプ
レート 

系統表の作成 ○指導の系統性…つけたい力の明確化 

国語科/読むこと 

三角形で伝えよう 
 

単元まるごと活用 
①学んだことを生活や他の題材で活用の場 

②単元の指導したことの検証・評価の場  

③多面的・多角的な見方を広げる場 として 

 

ことば 

 
学び合いの可視化 

学習を支える取組 

算数科 

〔文/絵/式の相互関係のイメージ力 ＝ 活用できる力へ〕 

見本ノートの掲示 

 

算数科 

理由 

考え 

根拠 

○友 友達

の考えを

記入 

教科を越えて 

多面的・多角的 

捉える 

考え 

根拠 理由 

あなたの考え 

事実から 

どうしてそう考えたか 
考えのもと(事実) 

教科書の文・さし絵 

資料（図・グラフ等） 

公式・実験や観察 

自分の体験や知っていること 

既習した学習と結びつける 

「その理由は…」 
「～ということは○○と 
 いうことです。」 

「それは～を 
 見て下さい」 

「私は～だと 
 思います。」 

100 文字「言葉のスケッチ」 
ねらい…感性と語彙を豊かにし、表現力や言語感覚を高めること 

絵・図・表・グラフ 

  算数的活動 

式 

テキスト・文章 

 ラージステップ 

主体的な活動 ○大  

 教師の出場 ○小  

○学習用語 

○中心となる考

え 

○意識させるキ

ーワード 

○まるごと活用 

学び合いを生かした国語科の授業づくり 

 

学んだことを活用する場を意識しての授業づくり（国語科・算数科） 
 

教師の指導の手立て 
学習を支える 
身につけたい力 

家庭学習のてびき 
バランスアップカードの
取組(基本的な生活習慣)

ン 

明日を担う子どもたち
のための 18 の約束 

２年目 

テーマ… 身近な題材 
「今日、給食で食べたリンゴを知らない友達にわか

りやすく１００文字以内で説明してください。」 

【書かせる際の条件】 
《NG ワード》 使ってはいけない言葉 

《条件》 国語系統表などから、付けたい力 

    を明確にし、適時、学年に応じた  

    ものを取り入れる 

実践記録 


